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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力側プロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイ
ルを作成するデバイスリンクプロファイル作成装置であって、
　デバイスリンクプロファイルの構造としてｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造を使用し、
　前記ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造には、第１の一次元γカーブと、マトリクスと、第
２の一次元γカーブと、色変換ルックアップテーブルと、第３の一次元γカーブとが含ま
れ、
　前記第１の一次元γカーブに、入力側プロファイルの一次元γカーブが格納され、
　前記マトリクスに、入力側プロファイルのマトリクスおよび出力側プロファイルのマト
リクスが格納され、
　前記第２の一次元γカーブに、出力側プロファイルの一次元γカーブが格納され、
　前記色変換ルックアップテーブルに、出力側プロファイルの色変換ルックアップテーブ
ルが格納され、
　前記第３の一次元γカーブに、出力側プロファイルの一次元γカーブが格納される、デ
バイスリンクプロファイル作成装置。
【請求項２】
　ＲＧＢモニタプロファイルとＣＭＹＫプリンタプロファイルとを組み合わせた、ＲＧＢ
からＣＭＹＫへの色変換用のデバイスリンクプロファイルを作成する、請求項１に記載の
デバイスリンクプロファイル作成装置。
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【請求項３】
　前記ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造をｐｒｉｖａｔｅタグとしてプロファイルに格納す
る、請求項１又は２に記載のデバイスリンクプロファイル作成装置。
【請求項４】
　入力側プロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイ
ルを作成するデバイスリンクプロファイル作成装置であって、
　前記入力側プロファイルは、γテーブルとマトリクスとを含み、
　前記出力側プロファイルは、マトリクスとγテーブルとルックアップテーブルとを含み
、
　前記入力側プロファイルのマトリクスと、前記出力側プロファイルのマトリクスとを組
み合わせてマトリクスを作成し、デバイスリンクプロファイル内に保持させる、デバイス
リンクプロファイル作成装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載のデバイスリンクプロファイル作成装置で作成された
デバイスリンクプロファイルを保持する保持手段と、
　画像データを受信する画像データ受信部と、
　前記保持されたデバイスリンクプロファイルを用いて前記受信された画像データの色変
換処理を行なう色変換手段と、
　前記色変換が行なわれた画像データを送信する画像データ送信部とを備えた、色変換処
理装置。
【請求項６】
　入力側プロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイ
ルを作成するデバイスリンクプロファイル作成方法であって、
　前記入力側プロファイルは、γテーブルとマトリクスとを含み、
　前記出力側プロファイルは、マトリクスとγテーブルとルックアップテーブルとを含み
、
　前記デバイスリンクプロファイル作成方法は、前記入力側プロファイルのマトリクスと
、前記出力側プロファイルのマトリクスとを組み合わせてマトリクスを作成する作成ステ
ップと、
　前記作成ステップにより作成されたマトリクスをデバイスリンクプロファイル内に保持
させる保持ステップとを備える、デバイスリンクプロファイル作成方法。
【請求項７】
　入力側プロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイ
ルを作成するデバイスリンクプロファイル作成プログラムであって、
　前記入力側プロファイルは、γテーブルとマトリクスとを含み、
　前記出力側プロファイルは、マトリクスとγテーブルとルックアップテーブルとを含み
、
　前記デバイスリンクプロファイル作成プログラムは、前記入力側プロファイルのマトリ
クスと、前記出力側プロファイルのマトリクスとを組み合わせてマトリクスを作成する作
成ステップと、
　前記作成ステップにより作成されたマトリクスをデバイスリンクプロファイル内に保持
させる保持ステップとをコンピュータに実行させる、デバイスリンクプロファイル作成プ
ログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はデバイスリンクプロファイル作成装置、および色変換処理装置に関し、特に
、入力側デバイスのプロファイルと出力側デバイスのプロファイルとを組み合わせてデバ
イスリンクプロファイルを作成するデバイスリンクプロファイル作成装置、および作成さ
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れたデバイスリンクプロファイルを使用して色変換を行なう色変換処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラ、モニタ、ＭＦＰ（Multi Function
Peripheral）、複写機、ファクシミリ装置などの複数のデバイスの間でカラーマッチング
を行なうために、複数のデバイスプロファイルを用いて色変換を行なう技術が存在する。
【０００３】
　ＩＣＣ（International Color Consortium）プロファイルを使用して、モニタＲＧＢか
らプリンタＣＭＹＫのＲＧＢ→ＣＭＹＫの色変換処理を行う場合、以下（Ａ）、（Ｂ）の
いずれかの方法が一般的に使用されていた。
【０００４】
　（Ａ）　入力ＲＧＢのＩＣＣプロファイル、および出力ＣＭＹＫのＩＣＣプロファイル
を、色変換時に順に適用する方法。
【０００５】
　（Ｂ）　予めＲＧＢ→ＣＭＹＫのＩＣＣデバイスリンクプロファイルを作成し、色変換
時にそれを適用する方法。
【０００６】
　上記（Ａ）の方法を用いた場合、色変換の精度は最も高くなる。しかしながら、画像毎
に色変換処理を繰り返し行う必要があるため、処理時間が増大するという問題がある。
【０００７】
　一方、上記（Ｂ）の方法は、予め２つのプロファイルを１つにまとめておくため、同一
のプロファイルによる色変換処理を複数画像に適用する際に、処理時間を短縮することが
できるというメリットがある。
【０００８】
　デバイスリンクプロファイルに関する技術として、下記特許文献１には、明度特性に相
当する変換が含まれている場合に十分な精度で色変換を行なうデバイスリンクプロファイ
ルの作成方法が開示されている。
【０００９】
　下記特許文献２には、ソースプロファイルおよび出力プロファイルのセットと、デバイ
スリンクプロファイルを排他的に選択させる画像処理装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－２８６９０４号公報
【特許文献２】特開２００５－３４０９２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ＩＣＣデバイスリンクプロファイルは、その仕様上、内部にＲＧＢ→ＣＭＹＫ色変換用
のＡｔｏＢ０タグを保持している。ＩＣＣ　Ｖｅｒ.２では、ＡｔｏＢ０タグとして、ｌ
ｕｔ８Ｔｙｐｅ、ｌｕｔ１６Ｔｙｐｅの２つの構造が用意されており、その構造は次の通
りとなっている。
【００１１】
　（ａ）３×３ｍａｔｒｉｘ（未使用）＋（ｂ）一次元γテーブル＋（ｃ）色変換ＬＵＴ
（ルックアップテーブル）＋（ｄ）一次元γテーブル
【００１２】
　図８は、デバイスリンクプロファイルの構造を示す図である。
【００１３】
　図に示されるように、デバイスリンクプロファイルＤは、一次元γテーブル７０１と、
色変換ＬＵＴ７０３と、一次元γテーブル７０５とから構成される。
【００１４】
　一次元γテーブルは、入力と出力とを対応させるテーブルであり、色変換ＬＵＴは、例
えばＲＧＢの各値に対するＣＭＹＫの各値を記録するテーブルである。
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【００１５】
　このような、ＲＧＢ→ＣＭＹＫのデバイスリンクプロファイルを作成する為には、入力
ＲＧＢのＩＣＣプロファイル（モニタプロファイル）と出力ＣＭＹＫのＩＣＣプロファイ
ル（プリンタプロファイル）をリンクさせることが一般的である。
【００１６】
　図９は、一般的なモニタプロファイルの構造を示す図である。
【００１７】
　図に示されるように、モニタプロファイルＭは、（１）一次元γテーブル７１１と、（
２）３×３のマトリクス７１３とから構成される。
【００１８】
　図１０は、一般的なプリンタプロファイルの構造を示す図である。
【００１９】
　図に示されるように、プリンタプロファイルＰは、（３）３×３のマトリクス７２１と
、（４）一次元γテーブル７２３と、（５）色変換ＬＵＴ７２５と、（６）一次元γテー
ブル７２７とから構成される。
【００２０】
　すなわち、上記（１）～（６）を組み合わせて、上記（ａ）～（ｄ）の構造に変換する
必要がある。この場合、通常は以下のように対応させることとなる。
【００２１】
　・（ａ）←未使用
【００２２】
　・（ｂ）←（１）
【００２３】
　・（ｃ）←（２）＋（３）＋（４）＋（５）
【００２４】
　・（ｄ）←（６）
【００２５】
　このとき、本来色変換情報の中の線形成分と非線形成分を分離するための、３×３マト
リクス（２），（３）、一次元γテーブル（４）、および色変換ＬＵＴ（５）の各情報が
、（ｃ）色変換ＬＵＴのところでひとくくりにされてしまうため、色変換（補間）精度が
低下するという問題があった。
【００２６】
　実際に、１７＾３個のＲＧＢ値に対して、前述（Ａ）の、入力ＲＧＢのＩＣＣプロファ
イル、および出力ＣＭＹＫのＩＣＣプロファイルを、色変換時に順に適用することによる
ＲＧＢ→ＣＭＹＫ色変換方法と、前述（Ｂ）の、予めＲＧＢ→ＣＭＹＫのＩＣＣデバイス
リンクプロファイルを作成し、色変換時にそれを適用することによるＲＧＢ→ＣＭＹＫ色
変換方法との両者を用いて色変換を行ない、変換後のＣＭＹＫ値の誤差成分を算出した結
果を図１１に示す。
【００２７】
　図１１は、色変換方法の違いによる誤差を示す図である。
【００２８】
　図１１のグラフの横軸はＣＭＹＫの誤差値を示し、縦軸はその誤差値を有するサンプル
数を示す。
【００２９】
　図に示されるように、（Ｂ）の方法を採用すると、（Ａ）の方法を採用した時とは異な
るＣＭＹＫ値が算出される場合が発生し、色変換精度が落ちるという問題がある。
【００３０】
　この発明はそのような問題点を解決するためになされたものであり、色変換誤差が少な
いデバイスリンクプロファイルを作成することができるデバイスリンクプロファイル作成
装置、および色変換処理装置を提供することを目的としている。
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【課題を解決するための手段】
【００３１】
　上記目的を達成するためこの発明のある局面に従うと、デバイスリンクプロファイル作
成装置は、入力側プロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプ
ロファイルを作成するデバイスリンクプロファイル作成装置であって、デバイスリンクプ
ロファイルの構造としてｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造を使用し、ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐ
ｅの構造には、第１の一次元γカーブと、マトリクスと、第２の一次元γカーブと、色変
換ルックアップテーブルと、第３の一次元γカーブとが含まれ、第１の一次元γカーブに
、入力側プロファイルの一次元γカーブが格納され、マトリクスに、入力側プロファイル
のマトリクスおよび出力側プロファイルのマトリクスが格納され、第２の一次元γカーブ
に、出力側プロファイルの一次元γカーブが格納され、色変換ルックアップテーブルに、
出力側プロファイルの色変換ルックアップテーブルが格納され、第３の一次元γカーブに
、出力側プロファイルの一次元γカーブが格納される。
【００３２】
　好ましくはデバイスリンクプロファイル作成装置は、ＲＧＢモニタプロファイルとＣＭ
ＹＫプリンタプロファイルとを組み合わせた、ＲＧＢからＣＭＹＫへの色変換用のデバイ
スリンクプロファイルを作成する。
【００３５】
　好ましくはデバイスリンクプロファイル作成装置は、ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造を
ｐｒｉｖａｔｅタグとしてプロファイルに格納する。
【００３７】
　この発明の他の局面に従うと、デバイスリンクプロファイル作成装置は、入力側プロフ
ァイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイルを作成するデ
バイスリンクプロファイル作成装置であって、入力側プロファイルは、γテーブルとマト
リクスとを含み、出力側プロファイルは、マトリクスとγテーブルとルックアップテーブ
ルとを含み、入力側プロファイルのマトリクスと、出力側プロファイルのマトリクスとを
組み合わせてマトリクスを作成し、デバイスリンクプロファイル内に保持させる。
【００３８】
　この発明のさらに他の局面に従うと色変換処理装置は、上記いずれかに記載のデバイス
リンクプロファイル作成装置で作成されたデバイスリンクプロファイルを保持する保持手
段と、画像データを受信する画像データ受信部と、保持されたデバイスリンクプロファイ
ルを用いて受信された画像データの色変換処理を行なう色変換手段と、色変換が行なわれ
た画像データを送信する画像データ送信部とを備える。
【００３９】
　この発明のさらに他の局面に従うとデバイスリンクプロファイル作成方法は、入力側プ
ロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイルを作成す
るデバイスリンクプロファイル作成方法であって、入力側プロファイルは、γテーブルと
マトリクスとを含み、出力側プロファイルは、マトリクスとγテーブルとルックアップテ
ーブルとを含み、デバイスリンクプロファイル作成方法は、入力側プロファイルのマトリ
クスと、出力側プロファイルのマトリクスとを組み合わせてマトリクスを作成する作成ス
テップと、作成ステップにより作成されたマトリクスをデバイスリンクプロファイル内に
保持させる保持ステップとを備える。
【００４０】
　この発明のさらに他の局面に従うとデバイスリンクプロファイル作成プログラムは、入
力側プロファイルと出力側プロファイルとを組み合わせたデバイスリンクプロファイルを
作成するデバイスリンクプロファイル作成プログラムであって、入力側プロファイルは、
γテーブルとマトリクスとを含み、出力側プロファイルは、マトリクスとγテーブルとル
ックアップテーブルとを含み、デバイスリンクプロファイル作成プログラムは、入力側プ
ロファイルのマトリクスと、出力側プロファイルのマトリクスとを組み合わせてマトリク
スを作成する作成ステップと、作成ステップにより作成されたマトリクスをデバイスリン
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クプロファイル内に保持させる保持ステップとをコンピュータに実行させる。
 
 
 
【発明の効果】
【００４１】
　これらの発明に従うと、色変換誤差が少ないデバイスリンクプロファイルを作成するこ
とができるデバイスリンクプロファイル作成装置、および色変換処理装置を提供すること
が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明の実施の形態の１つにおける画像処理システムについて説明する。
【００４３】
　本実施の形態における画像処理システムは、色変換処理を実行する。色変換処理におい
ては、デバイスリンクプロファイルが用いられる。デバイスリンクプロファイルの構造と
して、ＩＣＣ　Ｖｅｒ.４で用意されているｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造を使用し、こ
れにより補間精度を向上させる。
【００４４】
　例えば、ＲＧＢモニタプロファイルとＣＭＹＫプリンタプロファイルを組み合わせた、
ＲＧＢ→ＣＭＹＫ色変換用のデバイスリンクプロファイルを作成するとき、デバイスリン
クプロファイルの構造としてｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造を使用し、それをｐｒｉｖａ
ｔｅタグとしてプロファイルに格納する。
【００４５】
　ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造は、（Ａ）一次元γカーブ＋（Ｂ）マトリクス＋（Ｃ）
一次元γカーブ＋（Ｄ）色変換ＬＵＴ＋（Ｅ）一次元γカーブから構成される。
【００４６】
　上記（Ａ）～（Ｅ）には、以下の情報が格納される。
【００４７】
　（Ａ）←モニタプロファイルの一次元γカーブ（上記（１））
【００４８】
　（Ｂ）←モニタプロファイルの３×３マトリクス（上記（２））＋プリンタプロファイ
ルの３×３マトリクス（上記（３））
【００４９】
　（Ｃ）←プリンタプロファイルの一次元γカーブ（上記（４））
【００５０】
　（Ｄ）←プリンタプロファイルの色変換ＬＵＴ（上記（５））
【００５１】
　（Ｅ）←プリンタプロファイルの一次元γカーブ（上記（６））
【００５２】
　また、ｐｒｉｖａｔｅタグに、ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅの構造を格納させることで、特
定の色変換エンジン（ＣＭＭ）と組み合わせたときのみそれを使用することができる。そ
れ以外の色変換エンジンに対しては、従来通りＡｔｏＢ０タグを使用することができる。
【００５３】
　図１は、本発明の実施の形態の１つにおける画像処理システムの構成を示すブロック図
である。
【００５４】
　図に示されるように画像処理システムは、画像入力装置１００と、色変換処理装置２０
０と、画像出力装置３００とから構成される。
【００５５】
　画像入力装置１００としては、例えばデジタルカメラ、スキャナなどのデバイスが用い
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られ、画像出力装置３００としては、例えばインクジェットプリンタ、カラーレーザープ
リンタなどが用いられる。
【００５６】
　色変換処理装置２００としては、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）などが用いられる。
【００５７】
　図２は、画像処理システムの機能構成を示すブロック図である。
【００５８】
　デジタルカメラなどに代表される画像入力装置１００で読み取られた画像データは、コ
ンピュータなどに代表される色変換処理装置２００に送られ、そこで画像データに対して
適切な処理が施された後、プリンタ３００などに代表される画像出力装置に送られ、出力
される。
【００５９】
　画像入力装置１００は、画像データを送信する画像データ送信部１０１を備える。
【００６０】
　色変換処理装置２００は、画像データを受信する画像データ受信部２０１と、画像デー
タを一時格納する入力画像データ格納部２０３と、色変換部（ＣＰＵ）２０５と、ＩＣＣ
プロファイル格納部２０９と、色変換ＬＵＴ算出部（ＣＰＵ）２０７と、出力画像データ
格納部２１１と、画像データ送信部２１３とを備える。
【００６１】
　画像出力装置３００は、画像データ受信部３０１と、画像データ出力部３０３とを備え
る。
【００６２】
　ＩＣＣプロファイル格納部２０９に格納されたＩＣＣプロファイルは、色変換ＬＵＴ算
出部２０７により読み出され、これによりデバイスリンクプロファイルが作成される。作
成されたデバイスリンクプロファイルは、ＩＣＣプロファイル格納部２０９に格納され、
色変換部２０５により読み出され、色変換に用いられる。
【００６３】
　図３および４は、画像処理システムが実行するデバイスリンクプロファイル算出処理を
示すフローチャートである。
【００６４】
　画像処理システムは、モニタプロファイルがｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄかＬＵＴ－ｂａ
ｓｅｄかに応じて処理を切り替える。
【００６５】
　ステップ（１）において、ＲＧＢモニタプロファイルを入力する。ステップ（２）にお
いて、ＣＭＹＫプリンタプロファイルを入力する。
【００６６】
　ステップ（３）において、モニタプロファイルがｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄかＬＵＴ－
ｂａｓｅｄかを判定し、ｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄであればステップ（４）以降の処理を
実行し、ＬＵＴ－ｂａｓｅｄであればステップ（１１）からの処理を実行する。
【００６７】
　ステップ（４）においては、モニタプロファイルのＴＲＣタグ情報をｌｕｔＢｔｏＡＴ
ｙｐｅのＢｃｕｒｖｅに格納する。その後、ステップ（５）において、モニタプロファイ
ルのマトリクスタグ情報をｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅのマトリクスに格納する。
【００６８】
　ステップ（６）において、プリンタプロファイルのマトリクス情報をｌｕｔＢｔｏＡＴ
ｙｐｅのマトリクスと乗算する。
【００６９】
　ステップ（７）において、プリンタプロファイルのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌｕｔ
ＢｔｏＡＴｙｐｅのＭｃｕｒｖｅに格納する。
【００７０】
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　ステップ（８）において、プリンタプロファイルのＬＵＴ情報をｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐ
ｅのＬＵＴに格納する。
【００７１】
　ステップ（９）において、プリンタプロファイルのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌｕ
ｔＢｔｏＡＴｙｐｅのＡｃｕｒｖｅに格納する。
【００７２】
　ステップ（１０）において、ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅのデータをＩＣＣプロファイルの
ｐｒｉｖａｔｅＴａｇに格納する。
【００７３】
　ステップ（１１）において、モニタプロファイルの種類がｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄか
ＬＵＴ－ｂａｓｅｄかを判定し、ｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄであればステップ（１２）以
降の処理を実行し、ＬＵＴ－ｂａｓｅｄであればステップ（１４）からの処理を実行する
。
【００７４】
　ｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄである場合、ステップ（１２）において、モニタプロファイ
ルのＴＲＣタグ情報をｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅに格納する。
【００７５】
　ステップ（１３）において、モニタプロファイルのマトリクスタグ情報をｌｕｔ８／１
６ＴｙｐｅのＬＵＴに格納する。
【００７６】
　ＬＵＴ－ｂａｓｅｄである場合、ステップ（１４）において、モニタプロファイルのｉ
ｎｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅに格納する。
【００７７】
　ステップ（１５）において、モニタプロファイルのＬＵＴ情報をｌｕｔ８／１６Ｔｙｐ
ｅのＬＵＴに格納する。
【００７８】
　ステップ（１６）において、モニタプロファイルのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌｕ
ｔ８／１６ＴｙｐｅのＬＵＴに格納する。
【００７９】
　ステップ（１７）において、プリンタプロファイルのマトリクス情報を、ｌｕｔ８／１
６ＴｙｐｅのＬＵＴに適用する。
【００８０】
　ステップ（１８）において、プリンタプロファイルのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅ情報を、ｌ
ｕｔ８／１６ＴｙｐｅのＬＵＴに適用する。
【００８１】
　ステップ（１９）において、プリンタプロファイルのＬＵＴ情報を、ｌｕｔ８／１６Ｔ
ｙｐｅのＬＵＴに適用する。
【００８２】
　ステップ（２０）において、プリンタプロファイルのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅ情報を、
ｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅに適用する。
【００８３】
　ステップ（２１）において、ｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのデータをＩＣＣプロファイルの
ＡｔｏＢ０Ｔａｇに格納する。
【００８４】
　図５は、画像処理システムが実行する色変換処理のフローチャートである。
【００８５】
　ステップ（２２）において、画像を入力する。ステップ（２３）において色変換ＬＵＴ
を用いて画像を色変換する。ステップ（２４）において、色変換後の画像を出力する。
【００８６】
　図６は、モニタプロファイルがｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄの場合のデバイスリンクプロ
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ファイル作成処理を示す図である。
【００８７】
　この場合は、ｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅ構造のデバイスリンクプロファイルが作成される
。なお、図６の（４）～（９）は、図３のステップ（４）～（９）に対応する。
【００８８】
　ステップ（４）においては、モニタプロファイルＭのＴＲＣタグ情報をｌｕｔＢｔｏＡ
ＴｙｐｅのＢｃｕｒｖｅに格納する。すなわち、モニタプロファイルＭの一次元γテーブ
ル５０１が、デバイスリンクプロファイルＤの一次元γテーブル５２１とされる。
【００８９】
　ステップ（５）および（６）において、モニタプロファイルＭのマトリクスタグ情報５
０３をｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅのマトリクスに格納し、プリンタプロファイルＰのマトリ
クス情報５１１をｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅのマトリクスと乗算する。これがデバイスリン
クプロファイルＤのマトリクス情報５２３とされる。
【００９０】
　ステップ（７）において、プリンタプロファイルＰのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅ情報がｌｕ
ｔＢｔｏＡＴｙｐｅのＭｃｕｒｖｅに格納される。すなわちプリンタプロファイルＰの一
次元γテーブル５１３が、デバイスリンクプロファイルＤの一次元γテーブル５２５とさ
れる。
【００９１】
　ステップ（８）において、プリンタプロファイルＰのＬＵＴ情報５１５がデバイスリン
クプロファイルＤのＬＵＴとして格納される。
【００９２】
　ステップ（９）において、プリンタプロファイルＰのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌ
ｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅのＡｃｕｒｖｅに格納する。すなわちプリンタプロファイルＰの一
次元γテーブル５１７が、デバイスリンクプロファイルＤの一次元γテーブル５２９とさ
れる。
【００９３】
　図７は、モニタプロファイルがＬＵＴ－ｂａｓｅｄの場合のデバイスリンクプロファイ
ル作成処理を示す図である。
【００９４】
　この場合は、ｌｕｔ８/１６Ｔｙｐｅ構造のデバイスリンクプロファイルが作成される
。なお、図７の（１４）～（２０）は、図４のステップ（１４）～（２０）に対応する。
【００９５】
　ステップ（１４）において、モニタプロファイルのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌｕｔ
８／１６ＴｙｐｅのｉｎｐｕｔＴａｂｌｅに格納する。すなわちモニタプロファイルＭの
一次元γテーブル６０１が、デバイスリンクプロファイルＤの一次元γテーブル６２１と
される。
【００９６】
　ステップ（１５）～（１９）において、モニタプロファイルのＬＵＴ情報をｌｕｔ８／
１６ＴｙｐｅのＬＵＴに格納し、モニタプロファイルのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅ情報をｌ
ｕｔ８／１６ＴｙｐｅのＬＵＴに格納する。また、プリンタプロファイルのマトリクス情
報を、ｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのＬＵＴに適用する。さらに、プリンタプロファイルのｉ
ｎｐｕｔＴａｂｌｅ情報を、ｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのＬＵＴに適用し、プリンタプロフ
ァイルのＬＵＴ情報を、ｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのＬＵＴに適用する。
【００９７】
　これにより、モニタプロファイルＭとプリンタプロファイルＰに基づいて、色変換ＬＵ
Ｔ（３次元→４次元）６２３が作成される。
【００９８】
　ステップ（２０）において、プリンタプロファイルのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅ情報を、
ｌｕｔ８／１６ＴｙｐｅのｏｕｔｐｕｔＴａｂｌｅに適用する。すなわちプリンタプロフ
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ァイルＰの一次元γテーブル６１７が、デバイスリンクプロファイルＤの一次元γテーブ
ル６２５とされる。
【００９９】
　［実施の形態における効果］
【０１００】
　本実施の形態によると、ＩＣＣ　Ｖｅｒ.４で用意されているｌｕｔＢｔｏＡＴｙｐｅ
構造のデバイスリンクプロファイルを作成することで、モニタプロファイル側のｍａｔｒ
ｉｘによる色変換演算部が、デバイスリンクプロファイルのＬＵＴの中に組み込まれるこ
とがなくなる。これにより、モニタプロファイル側のｍａｔｒｉｘ演算部を色変換処理時
に、そのままデバイスリンクプロファイルの構造の一部として使用することができるため
、色変換の補間精度が向上する。
【０１０１】
　本発明は、ｓＲＧＢやＡｄｏｂｅＲＧＢなどで表される汎用的なＲＧＢ色を、ＭＦＰや
プリンタのＣＭＹＫ色へ変換する際に、特に効果が高い。
【０１０２】
　また、ｐｒｉｖａｔｅタグとして格納を行なうことで、特定の色変換エンジン（例えば
自社プリンタ）に対してその精度を提供できる一方、その他の色変換エンジンに対しては
従来のＡｔｏＢタグが使用されるため、汎用性を損なうことがない。
【０１０３】
　［その他］
【０１０４】
　本発明はＭＦＰ、ファクシミリ装置、複写機、ＰＣなどの画像処理装置に対して実施す
ることができる。
【０１０５】
　また、上述の実施の形態における処理は、ソフトウエアによって行なっても、ハードウ
エア回路を用いて行なってもよい。
【０１０６】
　また、上述の実施の形態における処理を実行するプログラムを提供することもできるし
、そのプログラムをＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ、メモリカードなどの記録媒体に記録してユーザに提供することにしてもよい。また
、プログラムはインターネットなどの通信回線を介して、装置にダウンロードするように
してもよい。
【０１０７】
　なお、上記実施の形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明の実施の形態の１つにおける画像処理システムの構成を示すブロック図で
ある。
【図２】画像処理システムの機能構成を示すブロック図である。
【図３】画像処理システムが実行するデバイスリンクプロファイル算出処理を示すフロー
チャートである。
【図４】図３に続くフローチャートである。
【図５】画像処理システムが実行する色変換処理のフローチャートである。
【図６】モニタプロファイルがｍａｔｒｉｘ－ｂａｓｅｄの場合のデバイスリンクプロフ
ァイル作成処理を示す図である。
【図７】モニタプロファイルがＬＵＴ－ｂａｓｅｄの場合のデバイスリンクプロファイル
作成処理を示す図である。



(11) JP 5012336 B2 2012.8.29

10

【図８】デバイスリンクプロファイルの構造を示す図である。
【図９】一般的なモニタプロファイルの構造を示す図である。
【図１０】一般的なプリンタプロファイルの構造を示す図である。
【図１１】色変換方法の違いによる誤差を示す図である。
【符号の説明】
【０１０９】
　１００　画像入力装置、１０１　画像データ送信部、２００　色変換処理装置、２０１
　画像データ受信部、２０３　入力画像データ格納部、２０５　色変換部、２０７　色変
換ＬＵＴ算出部、２０９　ＩＣＣプロファイル格納部、２１１　出力画像データ格納部、
２１３　画像データ送信部、３００　画像出力装置、３０１　画像データ受信部、３０３
　画像データ出力部、Ｄ　デバイスリンクプロファイル、Ｍ　モニタプロファイル、Ｐ　
プリンタプロファイル。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(13) JP 5012336 B2 2012.8.29

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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